
        

第三者委員の立場から 

―第三者評価制度導入の経緯と今後の課題― 

 

鬼﨑 信好（久留米大学） 

 

はじめに 

ヒューマンサービスの分野で第三者評価制度が導入されるようになった。元来、専門家によ

ってサービスが具体化される分野（教育、医療、福祉等）は、提供されるサービスの質や提供

体制等を、関係スタッフ以外の第三者が評価すること自体が有り得なかった。むしろ、専門家

自身が研究や研修を通して、自らのスキルアップを図ることによって、結果として「対象者」

に対してより良いサービスをもたらすと考えられてきた。 

しかし、1990 年代以降の経済社会状況の変化により、サービスの「対象者」から「利用者」

という視点が求められるようになり、専門家が提供するサービスの質が問われるようになって

きた。そして、それらのサービスも自己評価はもとより利用者からの評価そして第三者評価の

実施が強く求められるようになったのである。 

 

１．関連分野における評価制度 

(1）財団法人日本医療機能評価機構による取組み 

 1995(平成 7)年 7 月に設立された医療機関の第三者評価機関で、第三者評価の意義を次の通

り記している。 

①医療機関が自らの位置づけを客観的に把握でき、改善すべき目標もより具体的・現実的な

ものとなる。 
②医療機能について、幅広い視点から、蓄積された情報を踏まえて、具体的な改善策の相談・

助言を受けることができる。 
③地域住民・患者、就職を希望する人材、連携使用とする他の医療機関への提供情報が保証

される。 
④職員の自覚、意欲の向上が図られるとともに、経営の効率化が推進される。 
⑤患者が安心して受診できる医療機関を増やすことになり、地域における医療の信頼性を高

めることができる。 
 (2)企業等の品質マネジメントシステム 

ＩＳＯ（国際標準化機構）9000 シリーズ  企業等が品質管理システムを自己評価し、顧客の

審査や審査登録機関での客観的評価により認証取得を行うことができる。 

すなわち、明確な方針、責任や権限のもと、業務プロセスを手順化し、仕組みとして継続的

に 実行・検証を行うこととしている。 

 

２．福祉サービス第三者評価事業導入の背景 

シンポジスト 



(1)社会福祉基礎構造改革（中間まとめ 1998－平成 10 年 5 月） 

改革の基本的方向 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、④に関し、中間まとめでは、「サービスの提供過程、評価などサービスの基準を設ける

必要がある。これを踏まえ、施設や設備や人員配置などの外形的基準については、質の低下を

来たさないように留意しつつ、弾力化を図る必要がある。サービス内容の評価は、サービス提

供者自らの問題点を具体的に把握し、改善を図るための重要な手段となる。」とした。 
以上のような評価は、利用者の意見も採りいれた形で客観的に行われることが重要であり、

このため、「専門的な第三者評価機関において行われることを推進する必要がある。」とされ、

第三者評価事業の導入が具体的に言及された。 
（2）社会福祉法（2000‐平成 12 年 6 月成立） 

①社会福祉法第３条に規定する福祉サービスの基本理念 
「福祉サービスは個人の尊厳の保持を旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心

身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるように支援するものとして、良質かつ適切なものでなければならない。」 
②社会福祉法第 78 条第 1 項 

「社会福祉事業の経営者は、自らその提供する福祉サービスの質の評価を行うことによ 

り、利用者の立場に立った良質なサービスを提供するよう努めなければならない。」 

③社会福祉法第 78 条第 2 項 

「国は経営者が行う質の向上のための措置を援助するため、福祉サービスの質の公正か

つ適切な評価の実施に資するための措置を講じるよう努めなければならない。」 

（3）利用者保護、支援方策の強化 

社会福祉法の成立により、多くの福祉サービスについて、利用者の選択による利用制度に移

行することになった。すなわち、福祉サービスの利用者は、事業者と比べ情報量が圧倒的に少

なく（情報の非対称性）、また、判断が困難な場合があるため、利用者保護の観点から新たな制

度が事業化されたのである。 
①日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業） 
②苦情解決事業 

上記事業と関連を持ちながら、第三者評価事業を実施することにより、福祉サービスの質の

維持・向上がより一層図られることが期待されることになった。さらには、第三者評価の結果

①サービスの利用者と提供者の対等な関係の確立 
②個人の多様な需要への地域での総合的な支援 
③幅広い需要に応える多様な主体の参入促進 
④信頼と納得が得られるサービスの質と効率性の向上 
⑤情報公開等による事業運営の透明性の確保 
⑥増大する費用の公平かつ公正な負担 
⑦住民の積極的な参加による福祉の文化の創造 



が公表されることにより、利用者の選択に必要な情報提供のツールとしてもその活用が期待さ

れた。 
（4）一般社会のルールの適用 

利用者の選択による利用制度は、利用者と事業者の契約関係になることから、消費者契約法、

誇大広告を禁止する景品表示法等の社会全体のルールが福祉サービス提供に際しても適用され

ることになった。そのために、サービス提供事業者・施設は、法令遵守はもとより、提供して

いるサービスの質の維持・向上にこれまで以上に留意する必要があり、第三者評価事業はその

有効な手立てとなることが期待された。 
（5）外部環境の変化や外部からの要請 

多様な主体の参入、規制改革、事前規制から事後チェックの流れがあり、事業者が自ら福祉

サービスの質を高める取り組みを推進することが求められ、第三者評価事業は、その有効な手

立てとなる。 
 

３．第三者評価事業の制度化までの経過 

（1）厚生労働省の検討経過 
1998(平成 10)年 11 月に厚生労働省社会・援護局長の私的懇談会－「福祉サービスの質に関

する検討会」が設置され､評価システムのあり方について検討された。 
 

1999(平成 11)年 3 月 「福祉サービスの質の向上に関する基本方針」 

2000(平成 12)年 6 月 「福祉サービスの第三者評価に関する中間まとめ」 

2000(平成 12)年度 14 都道府県社協において、モデル事業を実施 

2001(平成 13)年 3 月 「福祉サービスにおける第三者評価事業に関する報告書」 

 
（2）実施要領（指針） 
①2001(平成 13)年 5 月「福祉サービスの第三者評価事業の実施要領について（指針）」が通

知され、推進が図られた。 

②国は第三者評価基準や評価調査者の養成等について標準ないし基本的考え方を示し、第三

者評価事業の具体的推進は、各都道府県や第三者評価機関に委ねられた。 

③モデル事業を通じ、推進、定着が期待されたが、事業者や都道府県の理解や実施方法にバ

ラツキが生じ、結果として推進されなかった。 

（3）新たな指針による事業の推進 

①2003(平成 15)年度に全社協「第三者評価基準及び評価機関の認証のあり方に関する研究

会」が設置され、検討が行われた。 

②2004(平成 16)年 5 月「福祉サービス第三者評価事業に関する指針について」が厚生労働省

から各都道府県に通知された。 

③2010(平成 22)年 3 月に第三者評価事業自体の質の向上と事業推進を図るため、指針の一部

改正が行われた。 



④2014(平成 26)年 4 月に「福祉サービス第三者評価事業に関する指針について」の全部改正

について  が、厚生労働省から各都道府県に通知された。 

   【2014(平成 26)年 4 月  通知内容の抜粋】 

①サービスの種別にかかわらず共通的に取り組む項目（共通評価項目）に、 
バラツキがみられる。 

②福祉サービス第三者評価事業の目的・趣旨が他制度との違いが明確でない 
などの要因により広く認識されていない。 

③第三者評価機関や評価調査者により、評価結果にバラツキがみられる。 
④受審件数が少ない。                              

等の課題が各方面から指摘されている。 
以上のような現状を踏まえ、福祉サービス第三者評価事業の本来の目的である 

①個々の事業者が事業運営における問題点を把握し、サービスの質の向上に結び付ける

こと 
②福祉サービス第三者評価を受けた結果が公表されることにより、結果として利用者の

適切なサービス選択に資する情報となることを強化し、本事業の質の強化を図るため

には「評価機関及び評価調査者」、「評価基準」、「結果の報告・公表方法」について、

一体的に見直すことが重要であるとの方向性のもと、本事業の全国推進組織である全

国社会福祉協議会に設けられた「福祉サービスの質の向上推進委員会」において検討

することを要請し、見直しを行った。 
 

４．福岡市の取組み 

  (1)経緯 
 福祉サービス(介護サービスを含む)に関する第三者評価については、既に述べたように、厚

生労働省の社会・援護局での検討(「福祉サービスの質に関する検討会」の設置－1999年 11月)、

老健局での検討(「介護保険サービスの選択のための評価の在り方に関する検討会」の設置 

2000 年 11 月)があり、地方公共団体レベルでは東京都、神奈川県、神戸市、北九州市そして福

岡市等で検討がなされた。 

 福岡市における検討は、次の通りである。 

 ・2001(平成 13)年 7 月 1 日 福岡市介護サービス検討委員会を設置し、12 回の検討 

 ・2002(平成 14)年 3 月 11 日 市長に答申、同年 10 月 1 日から事業開始 

 ・2010(平成 22)年 3 月 31 日 サービス評価事業取り止め 

  (2)システム   
   ①三位一体の評価 
   ②専任職員による調査 
   ③評価委員会による評価(月に２回) 
   ④認証通知 
   ⑤認証適合シールの配布、掲示 



  (3)福岡型システムの課題 
   ①介護サービス評価受審の増加策の検討 
 介護サービス評価受審は強制ではない。これまでの評価事業実績を分析すると、サービス評

価に積極的な事業所・施設が受信しているのが現状であった。強制ではないが故に、評価受審

の増加を期待することは難しい。制度全体的にインセンティブ策を考える必要があった。 
   ②適正な評価機関の確保 
 介護サービスの評価結果を受けて、利用者・家族が事業所・施設を選択することになるわけ

であるが、公正・中立的な立場を維持できる組織を確保することが重要である。その組織が厳

正な調査を行い、評価を実施する体制を確立する必要がある。また、調査員の確保や事務処理

体制等の確立も求められる。 
   ③評価実施体制の確立 
 福岡市の場合、第三者評価を実施するシステムは調査対象事業所・施設から必要書類の提出

を求め、それらを事前に読み込んで、現地調査を実施してきた。この意味では、かなり丁寧な

評価事業に取り組んだといえる。 
 しかし、容赦評価は郵送法を導入していたので、課題としては調査方法の検討(例えば、調査

員と利用者・家族とが面接を通して事実を確認するなど)が必要である。 
   ④評価項目の検討 
 評価項目の中には、誤解を受けやすい調査項目があり、文言の修正が必要な点がある。これ

らは技術的に修正が容易であるが、評価項目などの見直しなどについては、より検討が必要で

ある。 
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